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論文題目 
時間分解 X線イメージングを用いた Fe-C系および 
Fe-Cr-Ni系合金におけるマッシブ的変態の解明 
（論文内容の要旨）  
 本論文は、放射光を利用した時間分解 X 線イメージングにより、Fe-C 系合金で見出




 第 1 章は序論であり、デルタ相と液相からガンマ相が生成する包晶反応をともなう
Fe-C 系合金の凝固過程と変形や割れなどの鋳造欠陥の関係について従来の研究や最近
見出されたデルタ相からガンマ相への固相変態であるマッシブ的変態を述べている。
さらに、SPring-8 などの放射光施設における硬 X 線領域の高輝度単色光を用いた時間
分解 X 線イメージングの特長を生かした研究の位置づけと目的の設定を行っている。  
 
 第 2 章では、Fe-C-Mn-Si 四元系合金および Fe-C 二元系合金を対象に Fe-C 系合金に
おけるマッシブ的変態を時間分解・その場観察により調べた結果を報告している。  
 四元系合金、二元系合金ともに、 0.1mm 厚の薄膜状試料の観察により、炭素濃度が
0mass%から 0.45mass%の範囲でマッシブ的変態が支配的に選択されること、0.17K/s か
ら 0.83 K/s までの冷却速度では、マッシブ的変態の選択に冷却速度は影響しないこと
を明らかにしている。さらに、デルタ相と液相の共存状態やデルタ相の固相中におい










動の特徴を定量化している。デルタ /ガンマ界面は局所的には ms スケールの時間、mm
スケールの空間で変動すること、平均移動速度は過冷度に依存しないこと、平均移動
速度と局所的移動速度のいずれも Mn と Si に影響されないことを明らかにしている。  















 第 3 章では、Fe-Cr-Ni 系合金でのマッシブ的変態について時間分解・その場観察により
調べた結果を報告している。  







/ガンマ界面は局所的に ms の時間スケール、mm の空間スケールで変動することを明らか
にしている。  









（続紙 ２ ） 
 
氏 名 西 村 友 宏 
（論文審査の結果の要旨）  






















文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 29 年 2 月 21 日、
論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得
基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表  
に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
 
